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中西健二さん

横川美奈子さん
（みずほ・学生）

鵜ｍｔド好き
も　②生まれたところで住みやす
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（訂友だちが多い

③社会に貢献できる人を目指

します
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今岡茂人さん
′二・学生1

惑蛸溢　①好き

（立屋敷・学生）

．‘ｌ、」、、好き

●　・②自然が多い

′　　　③いい仕事が見つかったらい

いな
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永嶋英樹さん
（おかの台・学生†

（力好き

②友だちが多い

③自分の生活にゆとりを持っ

て過ごしたい
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坂田美和子さん

．
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＿

子吉田分譲・学生）

∴　①好き

・、②自然が残っている

■．③看護婦になって社会に貢献

したい
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㌧

●

Ｐ

ヨ　　小平裕司さん
（古賀・学生）

、0①好き

②自分のふるさと

③今年から社会人。仕事と遊

びには区切りをつけます
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松本博幸さん

①好き

②この呵しか知らない

③進級できるよう頑張ります
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°
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野話警衛砦彿

森藤徳子さん
（下二・社会人）

①好き

②環境が良い

③彼氏をつくるぞ！
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共に生きる
社会をめざして

「ノｉ、くおかボランティア」のつどい

北九州地区集会

1月26日、中央公民館で「ふく

おかボランティア」のつどい北九

州地区集会が行われました。
集会は（財）福岡県地域福祉振

興基金が主催したもので「今、共
に生きる社会をめざして」をテー

マに、北九州地区から約500人の
ボランティア関係者が集まり、活

動実践の交流を行いました。
開会式の後、五つのテーマで分

科会に分かれ、団体の実践報告や

意見発表などが行われました。
水巻町からは、保健婦の福嶋泉

美きん（ともしびの会）が「在宅

老人介護を支える」というテーマ
で老人介護の実態や活動内容を発

表。会瘍からも次々と質問や意見
が飛び交い充実した交流が行われ

ました。

火災ｒゼロ」を

めざして
消防合同出初式

はしご車とシュノ
ーケル車を使って
本番さながらの訓
練を披露する消防
隊員

県消防協会長から永年勤続40年の
表彰を受ける篠原信幸本部分団長

新春を飾る遠賀郡四か町消防合
同出初式が1月は日、岡垣町民総
合グランドで340人の消防団員・
署員が参加して行われました。

例年にない暖冬の申、消防団員
の力強い分列行進や小隊訓練、ポ
ンプ操法や消防署員による消防活
動訓練などが披露されました。

水巻町の受賞者は、次のとおり
です。（敬称略）
●県知事感謝状：坂口文男・羽地
道和夫・久保田義隆・杉本清隆
●膿消防協会長表彰永年勤続（40
年）篠原信幸　（25年）荒巻和明
（20年）坂口文雄・羽地道和夫・
久保田義隆・杉本清隆　（15年）
岩永秀道　（10年）下田修二・杉
野重勝・安永透・永嶋噸一・番月
数則　（優良消防団員）井出口政
行・岩永秀道・神田保彦・本田晴
雄　（親子消防団員）入江雅人・
入江雅道　（兄弟消防団員）出利
葉博・出利葉義孝　●県民火災共
済組合理暮最表彰（分団）第一分
団　（個人）荒巻和明　●消防協
会遠賀支部長表彰　藤本安男・塩
田喬　●消防団長表彰　豊沢信書
・高尾正則・大坪直二・三隈正明



冷たい水もなんの￥の
「ェイッ、ヤーツ」と気合の入った掛け声が、砂浜に響

きます。
1月26日、空手スポーツ少年団「水巻武道会」の恒例の

寒げいこが、若松区の岩屋海岸で行われました。

今年の参加者は、中間市の扇空館の仲間も加わり、女子
3人を含んだ総勢約40人。春の暖かい日差しを浴びて、豆

皐士たちは約1キロのランニングのあと、浜辺で基本の型

の練習をして体を温めます。お父さんやお母さんが見守る
申、子供たちは、上半身裸になり元気に冷たい海へ入りま

す。円陣を組んで腰まで水に漬かり、気合の入った掛け声
に合わせ突きの練習をして体を鍛えました。最後にお互い

水を掛け合って練習を終わり、たき火を囲みました。

大　入　満　員

1月25日、南中学校の体育館で同校のＰＴＡが主催して
不用品のバザーが行われました。

「このバザーは、今年で5回目です。クラブ活動の助成
になればと毎年行われています」と、ＰＴＡ会長の橋本量

吉さん（下二）。広い体育館には、日用品や衣類などのは
はくせい

か、ビールやお酒、中にはワニの剥製までもが所狭しと並

べられました。1時の開店と同時に、各コーナーは黒山の
人だかり。みるみる品物が袋の中に消えていきます。

「手作りの服やワイングラスを買いました。ついでに野
菜も」と、大きな袋をさげた奥村百合子きん（吉田三）。

会場は、家庭用品の販売のほか、野菜や豆腐の即売、ぜ
ｌこぎ

んざい・おでんのコーナーなどが設けられ賑わいました。

1年の健康を願って

どんど煉

1月18日、頃末小学校と猪熊

小学校の運動場でどんど焼が行
われました。

意味や由来の説明のあと、山

と積まれたしめ飾りに点火。燃
え上がる炎に児童たちは、一年

の健康を祈りました。

勢いよく燃え上るしめ飾りや破魔矢の山に
児童たちの歓声があがります。（頃末小）

「うれしかった」と笑顔で答える
右藤洋子さん（猪熊）

「信じられませんでした」と語る
石松貴美子さん（梅ノ木団地）

水巻中学校生徒に優秀賞

全国農協作文・図画コンクール

全国農業協同組合中央会が主催する第16回「ご
はん・お米とわたし」作文・図画コンクールの図
画3部で、水巻中学校の生徒2人が優秀賞に選ば

れました。

受賞したのは、石松貴美子さん（1年）と右藤

洋子さん（2年）です。石松きんは、大根を手に
持った農夫の姿を力強く措き、右藤さんは、ぶど
うを収穫している婦人を繊細なタッチで措いたも

のです。

′㌢・
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健康づくりシリーズ⑲

〓
コ
〓
コ
ペ
ー
ス
で
歩
こ
う
会
の

お
さ
め
会
が
開
か
れ
ま
し
た

昨
年
1
2
月
の
歩
こ
う
会
は
、
ｌ
年
の

反
省
と
来
年
の
計
画
を
話
し
合
う
お
さ

め
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

と
き
の
意
見
や
反
省
の
ま
と
め
で
す
。

且
コ
ー
ス
分
け
に
つ
い
て

コ
ー
ス
は
今
ま
で
ど
お
り
3
コ
ー
ス

の
ま
ま
で
進
め
ま
す
。

●
い
ち
ょ
う
コ
ー
ス

●
コ
ス
モ
ス
コ
ー
ス

●
ゲ
ル
グ
ル
コ
ー
ス
几
Ｖ
ひ
ま
わ
り
コ

ー
ス
に
改
名

※
初
め
て
参
加
す
る
人
や
当
日
体
調

が
良
く
な
い
人
は
、
必
ず
ひ
ま
わ
り

コ
ー
ス
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
歩
い
た
時
間
の
集
計
表
に
つ
い
て

歩
こ
う
会
で
歩
く
以
外
に
、
生
活
の

中
で
ど
れ
だ
け
歩
い
て
い
る
か
を
表
に

書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
か
月
ご
と
に
、
Ｂ
5
の
大
き
さ
の

用
紙
1
枚
に
ま
と
め
、
歩
こ
う
会
の
と

き
に
提
出
し
ま
す
。

15用15202530（日付）

〔つけ方〕4／130分歩いた
4／51時間歩いた
・印を付けていく。

目
毎
回
、
歩
こ
う
会
の
あ
と
、
各
コ
ー

ス
ご
と
に
簡
単
な
反
省
を
行
い
ま
す
。

気
づ
い
た
こ
と
や
意
見
、
反
省
を
5

分
程
度
行
い
、
各
コ
ー
ス
ご
と
に
ノ
ー

ト
を
作
っ
て
担
当
者
が
記
録
し
ま
す
。

臼
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
と
き
に
体
竃
測
定

を
行
い
ま
す
。

4
月
と
翌
年
3
月
の
2
回
実
施
し
、

カ
ル
テ
に
記
入
し
ま
す
。

※
今
ま
で
ど
お
り
希
望
者
に
は
、
歩

く
前
後
に
血
圧
測
定
を
行
い
ま
す
。

阿
り

回
歩
く
と
き
は
、
記
跡
用
紙
を
持
ち
回

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

歩
く
姿
勢
を
保
つ
た
め
に
記
録
用
紙

を
持
ち
回
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
メ

モ
用
紙
と
鉛
筆
を
持
っ
て
歩
き
ま
す
。

田
歩
く
練
習
は
中
央
公
民
館
で

歩
く
練
習
は
、
7
月
と
2
月
の
年
2

回
実
施
し
ま
す
。
同
時
に
ス
ト
レ
ッ
チ

も
行
い
ま
す
。

目
コ
ー
ス
図
を
募
焦
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
歩
い
て
い
る
コ

ー
ス
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「

運
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
善
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
は
、
動
脈
硬

化
を
防
ぎ
心
臓
病
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。善

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
に

は
、
一
時
的
に
激
し
い
運
動
を
す
る
よ

り
も
、
無
理
に
な
ら
な
い
程
度
の
運
動

を
長
期
間
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
年
は
ま
ず
、
身
近
に
で
き
る
こ
と

歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

歩
こ
う
会
に
は
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
お
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
マ
イ
ペ

ー
ス
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

●
と
　
き
　
毎
月
第
一
月
曜
日
午
前
8

時
3
0
分
～
9
時
（
中
央
公
民
館
玄
関

前
集
合
）

●
歩
行
時
間
　
2
時
間
程
度
（
9
時
～

1
1
時
）

●口座振替とは‥…・

金融機関があなたに代わり、あなたの口座から保

険料を自動的に引き落とす制度です。納期限を気に

する必要がなく、納め忘れや払い込みに出かける必

要もなくなります。

●申し込み手続きは‥・

〔手続きに必要なもの〕

納付書または年金手帳・預金通帳・通帳の印かん

〔手続きする場所〕

郵便局・遠賀信用金庫・福岡銀行・西日本銀行・

福岡シティ銀行・遠賀郡農協

団国日日㊥・琴・匂ふむ掘

郵便局も仲問入り
国民年金の口座振替が、4月1日から郵便局でもできるよう

になります。（全国どこの郵便局でも申し込みができます）

会保険料控除額として所得から

控除されます。

保険料を納め忘れると…

保険料をうっがリ納め忘れる

と、思わぬ事故にあったときに

障害年金や遺族年金が受けられ

なくなったり、将来、老齢年金

を受けられなくなることがあり

ます。

保険料は全国一律

保険料は、年齢・性別・所得

に関係なく全国一律です。

ｌ定額、1

9，000円／月（4月から9，700円）

〔定額＋付加〕

9，400円／月（4月から10，100円）

申告時に社会保険料として控除

納めた保険料は、申告時に社



′一般の申告（住民掛国保掛所得税）

2月17日㈲　高松団地1～12棟
2月18日㈹　高松団地13～24棟
2月柑自体）吉田団地
2月20日㈱　二・サニーニュータウン

野間呵住・二団地
2月2†日（却　下二・人江興産一杯住宅
2月24日（月）立屋敷・伊左座・みずほ

団地

日（舟　頃東南・水巻苑・松巣荘
3月2日伯〉　頃東北・高尾団妙中央区
3月3日の　猪熊
3月4日休「机・古賀・新生街・樋口
3月5日㈹　おかの台・猪熊呵住
3月6日働　梅ノ木団地・古筆団地

9日網）吉田－・吉田ニ・宮尾台
イウゼ呵住

3月10自炊）吉田三・垣溝町住・緑風
園団地

3月11日㈱　鯉口団地・鯉口分譲・美
吉野団地

①
平
成
3
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
資
料

年
金
・
恩
給
の
支
払
通
知
書

源
泉
徴
収
票 告

に
要
な
も

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
た
人
は
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
）

①
自
営
業
の
人
　
⑧
農
業
の
人

⑧
外
交
員
や
集
金
員
な
ど
自
由
業
の
人

④
家
賃
な
ど
の
不
動
産
収
入
の
あ
る
人

⑤
大
工
や
左
官
業
の
人

⑥
日
雇
な
ど
日
給
で
働
い
て
い
る
人

⑦
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
人

⑧
給
与
所
得
者
で
住
民
税
を
天
引
き
さ

れ
て
な
い
人
や
、
給
与
以
外
の
所
得

が
あ
っ
た
人

′農業所得のある人

2月26日㈱　立屋敷・伊左座・二・下二
吉田－・吉田二・吉田三

2月27日㈱　埼末・机・古賀・樋口

′譲渡所得のある人

2月268㈱
2月27日㈱
3月68桧）

土地・建物などを売った人
（若松税務署より別途通知が

あります）

給
与
明
細
書

収
入
の
内
容
が
わ
か
る
帳
簿
な
ど

⑧
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
証
明
書

交
付
　
役
場
納
税
係
2
番
窓
口

㊥
国
民
年
金
支
払
証
明
書

交
付
　
役
瘍
国
保
年
金
係
7
番
窓
口

④
生
命
保
険
料
支
払
証
明
書

⑤
損
害
保
険
料
支
払
証
明
書

⑨
印
鑑

⑦
銀
行
ま
た
は
農
協
の
通
帳
口
座
番
号

（
所
得
税
の
還
付
や
支
払
用
で
す
。
）

メーン！一本！剣道選手権大会

1月26日、武道館では町内から中学生以上の剣豪65人

が参加して、第12回水巻町剣道選手権大会が開かれまし

た。熱戦の結果は、次のとおりです。

●中学1年（男子）①野添邦生⑧今岡敬能（女子）①児

玉貴理子⑧犬山琴恵　●中学2年（男子）①近藤良平⑧

児玉弘一郎　（女子）①井上こずえ㊥黒木美実子　●一

般（四段以下）①寺松利男⑨水田みず枝（五段）①雨林
尊者⑧黒木三郎（六・七段）①要田倍率⑧徳用勝行

汐ス串に
たくす

郡内各町対抗
駅伝競走大会

1月19日、部門各町対抗の駅伝

大会が遠賀町総合運動公園の外周

コースで行われました。

水巻からは、小学生12チーム、

中学生8チームが参加。水巻中学

校が男女とも優勝を飾りました。

主な結果は次のとおりです。

●小学女子　準優勝　頃宋水泳Ａ

●中学男子　優　勝　水巻申Ａ

準優勝　水巻南中Ａ

●中学女子　優　勝　水巻申
●区間賞　♭小学男子＝＝山本浩二

（伊左座ソフト）臣小学女子＝山
本佳代子・津崎裕子（頃末水泳）

レ中学男子＝三好信之・吉元忠雄

・永島政太郎（水巻申）和田昇三

・池田司・小林圭介（水巻南中）

臣中学女子ここ浜池知子・幸田友美

・甲斐田愛・平間仁美・秋山加代

（水巻申）



㌶政治講座
受講生募集中′

●定員は70人

●申し込みは中央公民館へ

（℡201－0401）

現地申込受付・全戸モカレノトム公開

2月16日まで
庭付一戸建
2，400万円台～2，800万円台

卍住宅・都市整備公団
九州支社募集課℡092（722）1068

県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
県

の
仕
事
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
住
む
2
0
歳
以
上

の
人
（
常
勤
の
公
務
員
は
除
く
）

●
任
　
期
　
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

●
申
込
期
限
　
2
月
2
9
日

●
応
募
方
法
　
応
募
は
が
き
は
役
場
庶

務
係
に
備
え
て
い
ま
す
。
「
県
政
に

、
0
“
“
ｈ
“
ｐ
ｇ
営
ハ
ム
ン
ま
ま
Ｗ
富
べ
”
〃
適
量
〃
〃
は
ぎ
Ｈ
も
若
な
ど
学
ぶ
が
答
案
主
産
業
繋
隻
を
若
き
雲
発
育
轟
毒
舌
を

関
心
の
あ
る
こ
と
」
を
記
入
の
上
、

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
8
1
2
福

岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号
　
福

岡
県
総
務
部
広
報
課
「
県
政
モ
ニ
タ

ー

」

担

当

℡

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

（

内

）

2

3

8

5

に
生
ま
れ
た
子
供
で
す
。
し
か
し
、
請

求
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
資
格

が
あ
っ
て
も
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
同
い
合
わ
せ
　
役
場
老
人
児
童
係

今
年
か
ら
児
童
手
当
が
第
一
子
か
ら

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
は
、
平
成
3
年
1
月
2
日
以
降

みないか

水巻町職員（文化財調査業務）の

採用試験を行います

●職種と人員

一般事務職（文化財調査業務）1人

●受験資格　①昭和41年4月2日から

昭和45年4月1日までに生まれた人

②大学（短期大学を除く）で考古学

に関する課程を専攻し、卒業または

平成4年3月大学を卒業見込みの人

●受験できない人　♭地方公務員方第

16集の欠格条項に該当する人♭日本

国穂を有しない人

●受付期間　2月10日から29日まで

●試験日（1次試験）　3月8日（日）

●申し込み・問い合わせ

役場総務課人事係（脅20ト4321）ま

●
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
「
第
4
3

回
全
国
植
樹
祭
参
加
希
望
」
と
記
入

の
上
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
自
宅
電
話
番
号
を
書

い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
応

募
は
一
人
一
枚
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

県
庁
内
全
国
植
樹
祭
福
岡
県
実
行
委

員
会
事
務
局
℡
（
0
9
2
）
6
4
1

局
0
8
0
0
番
〔
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
7
－
7
〕

、　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

福
岡
県
で
は
、
全
国
植
樹
祭
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
5
月
1
0
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
朝
倉
郡
夜
須
町
夜
須
高
原

第
4
3
回
全
国
植
樹
祭
会
場

●
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
し
て
い
る

小
学
生
以
上
の
人

●
応
募
期
限
一
2
月
2
9
日

ぐ

県
立
直
方
・
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
平
成
4
年
度
の
生
徒
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
授
業
料
は
無
料
で
す
。

■
直
方
高
等
技
術
専
門
校

●
募
集
科
目

機
械
科
2
0
人
、
溶
接
科
2
0
人
、
鉄
工

科
1
0
人
、
鋳
造
科
3
0
人
、
経
現
事
務

科
3
0
人
・

●
募
集
期
限
一
2
月
1
5
日
（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
3
月
末
日
ま
で
募

〔

集
し
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
県
立
直
方
高
等
技
術

専
門
校
℡
（
0
9
4
9
2
）
2
局
1

7
4
9
番
〔
直
方
市
大
字
山
部
9
2

1
－
1
〕
ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職

業
安
定
所

■
福
岡
高
等
鐘
術
専
門
校

●
募
集
科
目

▽
高
卒
以
上
コ
ー
ス
　
各
科
3
0
人

空
調
シ
ス
テ
ム
科
、
印
刷
デ
ザ
イ
ン

科
、
電
気
設
備
科

▽
高
卒
以
上
コ
ー
ス

自
動
車
工
学
科
2
0
人

▽
中
卒
以
上
コ
ー
ス

総
合
建
築
科
2
5
人

▽
一
般
求
職
者
コ
ー
ス

総
合
建
築
科
2
5
人

▽
モ
ジ
ュ
ー
ル
訓
練
　
各
科
7
～
8
人

溶
接
科
、
被
服
デ
ザ
イ
ン
科

●
募
集
期
限
　
2
月
1
8
日
（
溶
接
科
、

被
服
デ
ザ
イ
ン
科
は
随
時
募
集
）

●
固
い
合
わ
せ
　
県
立
福
岡
高
等
技
術

専
門
校
℡
（
0
9
2
）
6
8
1
局
0

2
6
1
番
〔
福
岡
市
東
区
千
早
4
－

2
4
－
1
〕



〔

2
月
1
0
日
か
ら
中
央
公
民
館
事
務
室

で
お
渡
し
し
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
県
教
育
庁
北
九
州
教

育
事
務
所
社
会
教
育
課
℡
（
0
9
4

9

2

）

5

局

1

2

0

5

番

●
診
査
の
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の

診
断
、
補
装
具
の
診
断
な
ど
。

●
申
し
込
み
　
診
査
を
希
望
す
る
人
は

2
月
2
5
日
ま
で
に
役
場
民
生
係
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

へ
建
設
工
事
の
入
札
参
加
者
は

4
月
1
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

遠
賀
川
流
域
の
二
市
八
町
（
遠
賀
郡

・
申
闇
市
・
直
方
市
・
鞍
手
郡
）
の
郷

土
芸
能
を
一
堂
に
集
め
た
「
遠
賀
川
郷

土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ⅶ
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
水
巻
町
か
ら
『
愁
風
古
賀

古
城
」
が
出
演
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
3
月
1
日
（
日
）
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
直
方
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

（
直
方
市
津
田
町
7
－
2
0
）

●
入
場
料
　
無
料
（
入
場
整
理
券
は
、

体
の
障
害
の
た
め
歩
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
な
ど
、
在
宅
の
重
度
の
身
体
障

害
者
を
対
象
に
、
医
師
に
よ
る
訪
問
診

査
と
更
正
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
3
月
中
旬

●
診
査
医
師
　
渡
辺
外
科
医
院
（
頃
末
）

の
渡
辺
正
先
生

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

●
梅
ノ
木
団
地
故
・
塚
原
　
国
延
様

塚
原
　
和
子
様

佐
之
瀬
キ
ク
ヱ
様

●
頃
末
　
　
故
・
下
山
　
強
吉
様

下
山
　
泰
彦
様

●
猪
熊
　
　
故
・
冨
松
　
静
夫
様

冨
松
　
文
子
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
大
橋
マ
ス
子
様

井
上
　
福
松
様

●
古
賀
　
　
　
故
・
澤
達
　
甫
様

渾
遼
ト
モ
ヨ
様

●
伊
佐
座
　
　
故
・
永
沼
　
洋
三
様

永
沼
　
節
子
様

旭川アイヌ語教室の皆さんを迎え

て「アイヌ民族文化交流の集い92」

を開催します。

講演「アイヌ文化について」やア

イヌ語劇「人喰い刀イペタム」、リ

ムセ（輪踊り）ヤイサマ（即興詩）ほか

スライド・映画上映など多くの催しが

あります。

●と　き　2月23日（日）

午後2時～5時

●ところ　中央公民館大ホール

●前売整理券　大　人1，000円

中高生　700円

●問い合わせ　「イラムカラブテ」

アイヌ民族文化交流の集い水巻実

行委員会食201－3238

（木戸宅）

※2月17日から23日までアイヌ民族

の写真展を中央公民館で行います。

福岡県青年の鮨

帰国報告会

今回、遠賀都・中間市から6人が

国際交流を目的に中匡・香港を訪問

してきました。その体験発表会をビ

デオ上映を交えながら行います。

●と　き　2月22日（土）午後4時～

●ところ　中央公民館視聴覚室

平
成
4
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設

工
事
の
、
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業

者
の
追
加
受
付
を
、
行
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
登
録
し
て
い
る
業
者
の

更
新
の
手
続
き
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
．
4
月
1
日
～
1
5
日

（
日
曜
日
と
第
二
土
曜
日
は
除
く
）

●
受
付
時
間

へ
平
　
日
）
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

（
土
曜
日
）
　
8
時
3
0
分
～
1
2
時

●
受
付
場
所
　
役
場
財
政
課
管
財
係

●
申
請
で
き
る
業
者

建
設
工
事
の
う
ち
、
土
木
・
建
築

舗
装
・
管
・
水
道
施
設
の
請
負
業
者

で
、
町
内
に
本
社
ま
た
は
支
店
（
資

本
金
十
億
円
以
上
の
会
社
は
営
業
所

・
出
張
所
）
の
登
記
を
し
て
い
る
法

人
。
個
人
業
者
は
、

町
民
で
あ
る
こ
と
。

●
新
規
業
者
の
提
出
書
類

申
請
書
類
の
様
式
は
、
建
設
省
の

統
一
様
式
と
町
独
自
の
業
者
カ
ー
ド

（
有
料
＝
百
円
）
で
す
。

●
更
新
手
続
き
の
提
出
書
類

平
成
3
年
度
に
申
請
し
、
登
録
さ

れ
て
い
る
業
者
は
、
次
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

⑧
納
税
証
明
書
（
町
税
）

㊥
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
）
　
カ
ー
ド

の
蓑
の
本
・
支
店
の
地
図
は
、
詳
細

に
記
入
し
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
の
期
間
と
時
間
、
場
所
、
提
出

書
類
は
建
設
工
事
の
入
札
参
加
者
の
受

付
と
同
じ
で
す
。

●
預
か
り
業
者
と
は

①
建
設
工
事
の
五
業
種
（
土
木
・
建
築

・
舗
装
・
管
・
水
道
施
設
）
以
外
の

業
者

⑧
五
業
種
の
業
者
で
町
内
に
本
支
店
の

登
記
を
し
て
い
な
い
法
人
と
代
表
者

が
町
民
以
外
の
個
人
業
者

⑧
測
量
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

′
日
間
い
Ａ
ロ
わ
せ

役
場
財
政
課
管
財
係

‰Ｗ．こ帆，。。オこ撚”Ｈ



科
学
を
使
う
人
間
の
精
神
を

先
住
民
の
文
化
に
学
ぼ
う
。

彰
題
辞
許
等
る
木
戸
　
宏
㌔
（
5
0
歳
±
）

●
ア
イ
ヌ
文
化
を
通
し
て
、
人
権
問
題
や
環
境
保
護
に
取
り
組
む

・
・
∴
‥

自
然
と
共
に
生
き
て
き
た

優
れ
た
ア
イ
ヌ
文
化

「
遠
賀
川
周
辺
に
は
ア
イ
ヌ
語
と
患

わ
れ
る
地
名
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
「
ふ
た
」
の
地
名
は
、
ア
イ

ヌ
語
の
ヶ
河
口
″
と
い
う
意
味
の
「
フ

ト
ゥ
」
か
ら
き
て
い
る
よ
う
で
、
「
え

ぶ
り
」
は
ま
さ
に
ア
イ
ヌ
語
そ
の
も
の

で
す
よ
」
と
語
る
木
戸
宏
さ
ん
。

か
ア
イ
ヌ
民
族
と
共
に
生
き
る
シ
サ

ム
（
隣
人
）
の
会
″
の
世
話
人
と
し
て

ア
イ
ヌ
文
化
を
通
し
て
人
権
問
題
や
環

境
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
が

よ
う
や
く
探
り
当
て
て
き
た
自
然
と
共

に
生
き
る
と
い
う
考
え
方
を
、
何
千
年

も
前
か
ら
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
彼
ら
は
法
律
で
「
旧
土
人
』
と
規

定
さ
れ
非
常
に
差
別
さ
れ
て
き
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
差
別
が
、
優
れ
た

精
神
文
化
を
育
ん
で
き
た
た
め
に
な
さ

れ
た
と
す
れ
ば
、
余
り
に
も
残
酷
で
す
」

．

吉
葉
一
つ
ひ
と
つ
に

調
和
が
溶
け
込
ん
で
い
る

ア
イ
ヌ
民
族
は
、
自
然
に
対
し
て
と

て
も
優
し
い
見
方
を
し
、
自
然
と
う
ま

く
付
き
合
っ
て
い
く
知
恵
を
た
く
さ
ん

持
っ
て
い
ま
す
。

「
木
の
皮
で
服
を
作
る
と
き
に
、
翌
・

年
も
ま
た
皮
が
取
れ
る
よ
う
に
幹
の
南

側
三
分
の
一
だ
け
を
は
ぎ
取
り
ま
す
。

そ
し
て
木
に
帯
を
締
め
ヶ
イ
ヤ
イ
ラ
イ

ケ
レ
″
　
（
私
を
滅
ぼ
し
ま
す
）
と
語
り

か
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
命
の
や
り
取
り

に
感
謝
し
ま
す
と
い
う
意
味
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
鹿
や
鮭
を
捕
る
と
き
で

も
、
奪
う
の
で
は
な
く
、
精
神
世
界
の

中
で
命
の
や
り
取
り
を
す
る
の
で
す
。

人
間
と
自
然
が
秩
序
正
し
く
調
和
を
保

っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
、
か
れ
ら
は

言
葉
一
つ
一
つ
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
ま

す
」
と
、
木
戸
さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

そ
ま

「
私
は
今
、
矢
部
村
の
．
秘
境
勅
の

里
″
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
矢

部
村
の
人
た
ち
が
し
て
い
る
こ
と
は
、

ア
イ
ヌ
文
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ど
れ

だ
け
自
然
を
壊
さ
ず
に
、
人
間
が
生
き

て
い
け
る
最
小
限
の
も
の
を
恵
み
と
し

て
い
た
だ
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
縄

文
の
昔
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
科
学
は

科
学
と
し
て
大
事
に
し
、
科
学
を
使
う

人
間
の
精
神
を
先
住
民
の
文
化
に
学
ん

で
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
延
び
て
い
く
た
め
の
最
大
の
方
法

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
木
戸
さ

ん
は
訴
え
ま
す
。

来
年
は
、
先
住
民
族
の
た
め
の
国
際

年
。
世
界
中
で
様
々
な
催
し
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
水

巻
町
で
も
今
月
二
十
三
日
に
中
央
公
民

館
で
ア
イ
ヌ
文
化
を
紹
介
す
る
催
し
が

あ
り
ま
す
。
ア
イ
ヌ
文
化
を
直
接
肌
で

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
町
づ
く
り
を
考
え
る
な
か
で
、
自

然
を
大
切
に
す
る
山
の
人
た
ち
の
物
産

を
紹
介
し
、
彼
ら
の
心
を
届
け
る
事
業

を
始
め
た
い
」
と
語
る
木
戸
さ
ん
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
か
い
ま
見
ま
し
た
。

〔

書
今
月
の
特
集
は
「
2
1
世
紀
を
に
な
う

…
…
」
と
い
う
こ
と
で
新
成
人
2
1
人
に

直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
こ
れ
実
は
「
2
0

歳
、
加
入
に
聞
き
ま
し
た
」
と
な
る
は

ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
取
材
を
終
え
て

数
え
て
み
る
と
「
し
ま
っ
た
、
一
人
多

°

　

ｅ

い
ぞ
／
」
こ
れ
は
、
編
集
者
の
責
任
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
は
、

°

　

°

お
酒
や
煙
草
も
い
い
で
す
が
責
任
の
持

て
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
取
材
に
疲
れ
た
ら
「
甘
い
も
の
特
に

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
食
べ
た
い
ね
」
と
よ

く
嶋
田
さ
ん
と
話
を
し
ま
す
。
2
月
1
4

日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。
（
蔵
元
）

■
成
人
式
の
取
材
も
今
年
で
三
年
目
。

晴
れ
や
か
な
姿
を
見
る
た
び
に
、
と
き

め
き
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
が
二
十
歳
の
こ
ろ
は
、
今
の
よ
う

に
同
じ
学
年
全
て
が
対
象
で
は
な
く
、

一
月
十
五
日
ま
で
に
誕
生
日
を
迎
え
た

人
が
対
象
の
成
人
式
で
し
た
。
一
月
二

十
三
日
生
ま
れ
の
私
は
、
翌
年
、
一
学

年
下
の
人
と
成
人
式
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
、
結
局
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
二
回
目
の
成
人
式
。
ど
こ
か

ら
み
て
も
、
も
う
「
お
い
ち
ゃ
ん
」
で

す
が
、
気
持
ち
だ
け
は
、
い
つ
ま
で
も

二
十
歳
で
い
た
い
も
の
で
す
。
（
嶋
田
）

同
町
凰
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